
（別紙３）

～ R8年　3月　23日

（対象者数） 3人 （回答者数） 3人

～ R8年　3月　15日

（対象者数） 3人 （回答者数） 3人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
支援内容の記録や共有方法に課題があるため、記録の統一や

可視化を進め、より効果的な支援につなげていく。

2
引き続き、新しく取り入れられることはチャレンジし、環境

構造化の実施や、療育や支援ツール等の充実を図る。

3
感染症状況を踏まえつつ、交流機会の安定的な確保を目指

し、実施方法や頻度について柔軟に検討していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

短時間で実施可能な交流機会や情報共有の場づくりがあると

いいと考えている。参加しやすい形での実施を引き続き、検

討していく。

2

小規模な活動や事業所内での交流機会から段階的に取り組め

るかを考えると共に、体制整備に応じて外部交流の拡大を検

討する。

3

資料配布やミニ講座等、実施しやすい形から段階的に取り組

んでいけそうなことを検討し、ニーズ把握に努める。併せ

て、職員の研修参加等により体制整備を進めたり、専門職の

人材確保に取り組む。

保護者同士の交流や意見交換の機会について、継続的な場の設

定には至っておらず、保護者同士がつながる機会が十分に確保

できていない。

営業日や職員体制の課題があり、保護者同士が集まる機会の設

定が難しいことに加え、参加しやすい時間帯の調整が難しい。

放課後児童クラブや児童館等との交流について、安全面や支援

体制の観点から実施機会が限られており、地域の児童との関わ

りを広げる機会が十分とは言えない。

安全面への配慮から手厚い職員配置が必要となる児童が多く、

外部との交流活動を実施するための体制が整いにくい。

ご家族に対する家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等を設け

ることが出来ていません。

個別での助言や情報提供は継続して行っているものの、療育を

最優先にしていることから、家族支援プログラムを実施するた

めの時間・人員の確保や専門的スキルの蓄積が十分でない。

5領域に基づいた多様なプログラムを継続的に実施し、児童一

人ひとりの状態や発達段階に応じた支援が行えている。集団活

動の中でも個別性を尊重した関わりが定着している。

職員が外部の情報や事例を積極的に取り入れ、実践可能な形に

落とし込むことで、柔軟なプログラム運営を行っている。新し

い取り組みについても試行しながら検証を重ねている。

高齢者グループホームとの交流について、感染症対策を踏まえ

ながら継続的に実施しており、児童の社会性や思いやりの気持

ちを育む機会となっている。

グループホーム職員と連携し、交流の目的や支援の狙いを明確

にした上で実施している。児童が安心して関われるよう職員が

適切に介入し、学びにつなげている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

視覚支援や環境の構造化について、全職員が共通認識を持って

実践できる体制が定着してきており、児童が見通しを持って行

動できる場面が増えている。個々の特性に応じた支援の質の向

上につながっている。

日々のアセスメント結果を職員間で共有し、支援方法の統一を

図ることで、支援の質の安定化に努めている。振り返りを通し

て改善点を次の支援に活かしている。

○事業所名 こたふくの部屋

○保護者評価実施期間
R8年　2月　10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R8年　2月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


